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福井市歴史的風致維持向上計画策定業務 

仕様書 
 

１ 業務名 

福井市歴史的風致維持向上計画策定業務 

 

２ 業務の目的 

福井市は、豊かな自然環境、歴史、伝統文化など地域の個性や宝となる資源が豊富に

存在する。それらが織りなす歴史的風致を維持・向上させ、後世に継承することを目的に、

「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律（歴史まちづくり法）」に基づく

「福井市歴史的風致維持向上計画」を策定し、歴史文化を活かしたまちづくりを推進す

る。 

 

３ 業務期間 

契約締結日から令和９年３月３１日（水）まで 

 

４ 履行場所 

福井市全域 

 

５ 準拠法令等 

本業務の実施にあたっては、本仕様書による他、以下の各種法令及び規制等に準拠

して作業を行うものとする。 

・地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律（通称：歴史まちづくり法） 

・文化財保護法 

・景観法 

・都市計画法 

・屋外広告物法 

・都市緑地法 

・建築基準法 

・第八次福井市総合計画 

・福井デジタル田園都市構想総合戦略 

・第２期 福井市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略 

・福井市文化財保存活用地域計画 

・福井市都市計画マスタープラン 

・福井市立地適正化計画 

・福井市景観計画 

・福井市景観基本計画 
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・福井市観光振興計画 

・県都グランドデザイン 

・その他関係法令及び諸規則 

 

６ 業務内容 

（１）計画準備 

本業務に着手するにあたり、業務概要、実施方針、業務工程、組織計画、打合せ計画

等を記載した業務計画書を作成すること。 

 

（２）打合せ協議 

福井市から中間報告や打合せ等について連絡を受けた場合には、直ちに対応するもの

とする。また、受託者は、本業務を遂行するにあたり、関係機関との調整を図ると共に、経

験と専門知識を有する実務者を必要に応じて参加させ、本業務に責任をもって円滑に進

めるものとする。なお、受託者は、協議・打合せ等に際し議事録を作成し、福井市に提出し

なければならない。  

  

（３）計画の策定 

① 福井市の歴史的風致形成の背景 

福井市の自然的環境、歴史的環境、社会的環境、福井市における文化財の分布及

び特徴について、必要資料の作成を行うものとする。 

  

② 福井市の維持向上すべき歴史的風致 

①で作成した福井市の歴史的風致形成の背景をもとに、維持向上すべき歴史的風

致について、必要資料の作成等を行うものとする。 

  

③ 歴史的風致維持及び向上に関する方針 

②で検討を行った維持向上すべき歴史的風致について、維持向上を行う上での課

題を抽出し、維持向上の方針を定めるための課題を整理し、必要資料の作成等を

行うものとする。  

  

④ 重点区域の位置及び範囲 

③で検討した維持向上すべき歴史的風致の分布、課題を元に、歴史まちづくりを重

点的に進める「重点区域」の考え方、精査、必要資料の作成等を行うものとする。ま

た、重点区域における歴史的風致の維持向上に関する取組及びその効果について

の検討を併せて行うものとする。  
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（４）策定協議会等運営支援 

策定協議会等で必要となる協議資料の作成、配布資料の印刷、協議進行の補助、議 

事録、議事要旨作成等の運営支援を行うものとする。なお、策定協議会は、３回程度を予

定しており、議事録、議事要旨については各会議実施後１週間以内に作成、提出するもの

とする。また、必要に応じて、事務局、委員長、副委員長、委託事業者と打合せを行った場

合、委員長、副委員長に対し、旅費・手当等の技術支援料を支払う。  

  

（５）関係機関等協議支援 

計画作成、認定に向けた庁内調整会議、国との協議のために必要となる協議資料の作

成、議事録、議事要旨の作成等を行うものとする。なお、庁内調整会議及び国との協議は、

履行期間においてそれぞれ３回程度を想定している。  

 

（６）計画の中間取りまとめ 

   本業務で定めた方針及び検討された内容等を中間報告書として取りまとめる。 

 

７ 再委託の禁止 

   受注者は、委託契約の全部を一括して再委託することはできないものとする。また、業

務の一部について再委託を行う場合には、あらかじめ市の承諾を得なければならない。 

 

８ 成果品 

成果品は、委託者と協議の上、それぞれ定められた時期までに遅滞なく提出すること。 

（１）福井市歴史的風致維持向上計画策定中間報告書（簡易印刷）：A４ファイル綴じ、３部  

（２）策定協議会資料：A４ファイル綴じ、３部 

（３）成果品データ（PDF、Illustrator（ai データ）等） 

（４）計画書作成に使用した写真等資料一式  

  

９ 成果品の帰属 

成果品及びその他の資料等は、福井市に帰属するとともに、許可なく複製及び他に公

表してはならない。  

 

１０ 管理技術者 

本業務の計画と指揮を行う管理技術者は、自然環境・社会環境・文化環境・歴史環境

及び文化財等に関しての豊富な知識と経験を持ち、作業内容に精通した者でなければな

らない。 

  

１１ 検査 

本業務の成果品については、現場責任者及び管理技術者立会いの上、福井市の検査
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を受けるものとする。  

 

 

１２ 完了 

本業務は、成果品納入一覧表と共に成果品を提出し、完了検査を受け、検査合格によ

り完了とする。また、業務の完了後といえども成果品に誤りが発見された場合は、福井市

の指示に従い速やかに訂正・補足等を受託者の負担において処理しなければならない。 

 

１３ 手直し 

業務完了後、受託者の責に帰すべき理由による成果品の不良箇所が発見された場合

は、速やかに訂正、補足その他の措置を行わなければならない。これに要する費用は、受

託者の負担とする。 

  

１４ 疑義 

本仕様書及び準拠法令等に記載の無い事項及び疑義を生じた場合は、福井市と受託

者が協議の上、福井市の指示に従い業務を遂行するものとする。 

 

１５ 秘密の保持 

受託者は、本業務の実施中に知り得た秘密を他に漏らしてはならず、貸与についても

予め福井市の承認を得たもの意外は一切外部に漏らしてはならない。また、受託者は本

業務に関連して秘密漏洩等の問題が生じた場合は、すべての責任を負うと共に以後の処

理については福井市の指示に従うものとする。  

  

１６ その他 

受託者は、業務の進捗に関して、福井市に対して定期的に報告を行うこと。 


